
大竹三大
　足を高く上げながら軽やかに進む「道中
奴」。槍を投げ放っての交換は全国的にも珍
しく、前後左右の４人が息の合った所作は
見どころの一つ。あいにくの天候の中でも、
一糸乱れぬ槍の交換を行った。

道中奴
（大竹祭）

陣入奴
（玖波祭）

10/15 日

10/8 日

（左）（下）槍を投げ放っての槍の交換などで沿道の人々
を魅了した。

重たい神輿が、左右に振られ、迫力満点。（
左
上
）（
上
）豪
快
な
振
り
込
み

や
槍
さ
ば
き
が
多
く
の
見
物
客

を
魅
了
し
た
。

（
左
）獅
子
が
頭
を
が
ぶ
り
。

　大名が本陣に入るとき、
案内のため「先払い」とし
て行った所作を継承してい
る「陣入奴」。
　抑揚の効いた掛け声が、
玖波のまちに響きわたった。

しょさ

大 竹 三 大

忍び奴
（小方祭）

10/1 日

奴  行  列

（
右
）（
下
）長
さ
４
メ
ー
ト
ル
半
を
超
え
る

長
槍
を
先
頭
に
進
む
奴
行
列
。

（
左
）厄
年
の
人
た
ち
が
担
ぐ
神
輿
。

今
年
は
、辰
と
巳
年
生
ま
れ
。

右へ左へと豪快に練り歩く神輿の担ぎ手たち。

（
上
）水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
、迫
力

の
あ
る
演
奏
を
行
っ
た
大
瀧
太
鼓
。

（
左
）各
地
域
が
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
て

作
成
し
た
６
台
の
山
車
。多
く
の
山
車
は

雨
の
せ
い
で
、か
っ
ぱ
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。

やっこ

　拍子木から響く音に合わせて、一糸乱れぬ姿
で粛々と進んでいく「忍び奴」。
　長い槍をもつお目付け役を先頭に息の合った
行列が小方のまちを通り抜けた。

ひょうしぎ

やり

荘
厳
な
巫
女
の
舞
。
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